
キ ャ ン パ ス 散 策(南 九州大学)

南九州大学は、豊かな自然と温和な気候に恵 まれた南九州の環境のなか

で,創 造性に富み、人間性 と社会性 豊かな人間を育成するとともに、食 ・

緑 ・環境に関する基礎的、応用的研究をすすめ、専門分野において社会に

貢献寄与で きる人材を育成することを教育理念とし、昭和42年(1967年)、

宮崎県児湯郡高鍋町のひばりが丘に園芸学部園芸学科、造園学科の1学 部2学 科で開学 し

ました。

その後、昭和51年(1976年)に 農業経済学科。昭和61年(1986年)に 食品工学科を増設し、

工学部4学 科に拡大。平成11年(1999年)に は、大学院(園 芸学 ・食品科学研究科)を 開

設するに至 ります。平成14年（2002年)に は環境造園学部を設置し、造園学科 と地域環境

学科(農 業経済学科を

改組)の2学 科編成 と

し、園芸学部(園 芸学

科、食品工学科)と2

学部体制となりました。

平成15年(2003年)、

宮崎市霧島町に宮崎キ

ャンパスを新設。健康

栄養学部を設置 し、管

理栄養学科(新 設)と 食

品健康学科(食 品工 学

科 を改組)の2学 科編

成 とし、これにより南

九州大学 は、教育理念

の 「食 ・緑 ・環境」の分

野のそれぞれの学部を

有する大学へ成長 しま

した。 また、同時に園

芸学部園芸学科の入学

定員も増員しています。

平成13年(2001年)

に 「食 と緑 と環境」の

専門大学 として、新世

紀にさらなる飛躍 を願

い、シンボルマークを

作成。「環境 と生命の調

和」 をテーマに、全体

の円形 とブルー は青 く

輝 く地球 を、グリーン

は自然の息吹(新 芽)

をイメージ化 しました。

園 芸 学 部 、 環 境 造 園学 部 の あ る

高 鍋 キ ャ ンパ スは 、 眼 下 に広 大 な

太 平 洋 を望 み 、 キ ャ ンパ ス周 辺 を

深 い 緑 に彩 られ 、 自然 の あ りの ま

ま の 姿 に 触 れ る こ とが で き ます。

30ヘ ク ター ル の敷 地 の うち18ヘ ク

ター ル は コ ンピ ュー タ管 理 され た

30棟 の ガ ラ ス温 室 を備 えた 附 属 農

場 や 樹 木 園 や フ ラ ワー ガ ー デ ン、

日本 庭 園等 が 設 け られ た 附 属 実 習

場 に な っ て い ます 。 講 義 と実 習 が

同 じキ ャ ンパ ス内 で お こな わ れ る

こ とは、 生 きた 自然 を相 手 に 学 ぶ

上で 、 本 学 の 特 徴 の 一つ で あ る

「実 学 主 義 」 の 実 践 に つ なが っ て

い ます 。 高鍋 キ ャ ンパ ス には 、 本

館 、 講 義 棟 、 園芸 学 科 研 究 棟 、 造

園学 科 研 究棟 、 環 境 造 園 学 部 研 究

棟 、総 合 体育 館 、 運 動 場 、 学 生 会

館 等 の 設 備 が研 究 、教 育 、 学 生 生

活 を支援 して い ます 。 この 素 晴 ら

し い 環 境 が 認 め られ 、NHK連 続

テ レ ビ小 説 「わ か ば」 の ロ ケ地 と

して全 国 に放 映 され ま した 。

健康栄養学部のある宮崎キャンパスは、宮崎市の

中心部に位置し、周辺には図書館、美術館、芸術劇

場や総合博物館などのアカデミックな施設が立ち並

び、宮崎神宮の広大な緑地 とともに静かな文教の空

間にあります。7階 建ての校舎には、生理学 ・食品

学実験室、食品加工 ・調理の実習室、臨床栄養 ・栄

養教育の実習室などHACCPに 対応 した最新の実験

施設が完備されています。100台 のコンピュー タを

備えた情報処理演習室では多彩なソフ トを用いて

様々な授業に活躍 しています。また、事務局、図書

館、学生食堂、売店などの施設 も同じ校舎内にある

ので、学生生活は、

非常に便利になっ

てい ます。 また、

宮崎キャンパスに

は南九州短期大学

(国際教養学科、専

攻科)も 併設 され

ています。

環境デザイン研究室

情報処理演習室共通科目



南九州大学の教育の特徴は、「食 ・

緑 ・環境のスペシャリス ト養成」「実

学主義(実 験 ・実習 ・フィール ドワ
ーク重視)」 「少人数教育」があげ ら

れます。

人の心 と体 を理解 し一人一人の生

活の質を向上 させる管理栄養士や有

機化学、微生物学、遺伝子工学をは

じめとした科 目を通 じてバイオサイ

エ ンスの基礎を学び食と健康のため

のフー ドサイエンスを学ぶ 「食」。

独 自の総合園芸学、果樹 ・蔬菜園芸学、花

卉園芸学、環境保全園芸学の4つ のコースで

園芸学の基礎から応用までを学ぶ 「緑」。

造園学を環境創造、環境計画の学問として

捉え、伝統的な庭園、公園といった空間芸術

から、国土の緑化による景観形成や自然環境

と人間社会の共生の実現 を目指 し学ぶ 「環

境」。

実験 ・実習 ・フィール ドワー クは重視

のカリキュラム構成になっています。 ま

た、教員1人 あた りの学生数が最 も少な

い園芸学部園芸学科では1研 究室に所属

する1学 年の学生数は平均5.3人 となって

います。
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